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はじめに
このたびは、SMARTDAC+ GX20/GP20（以下「GX」、「GP」と呼びます）/GM（以下「GM」
と呼びます）/GX70SM、UTAdvanced UT52A/UT32A（/MD 付き）（以下「UT」と呼びます）、
電力モニタ UPM100（以下「UPM または UPM100」と呼びます）をお買い上げいただきま
してありがとうございます。
このマニュアルは、GX20/GP20/GM10 の無線通信（付加仕様、/CM1、CS1）、GX70SM、
UT52A/UT32A の 920 MHz 無線通信（基本仕様タイプ 3：A）、UPM100 の 920MHz 無線通信（オ
プション通信機能仕様コード：A）のアンテナ設置について説明したものです。ご使用前に
このマニュアルをよくお読みいただき、正しくお使いください。
なお、GX/GP/GM/UT/UPM のマニュアルとして、下記のものがあります。

● SMARTDAC+　ダウンロードの電子マニュアル
最新版のマニュアルは、次のサイトからダウンロードできます。
www.smartdacplus.com/manual/ja/
機種 マニュアル名 マニュアル No. 内容
GX/GP Model GX10/GX20/GP10/GP20

ペーパレスレコーダ
ファーストステップガイド

IM 04L51B01-02JA 紙マニュアルと同じものです。

Model GX10/GX20/GP10/GP20
ペーパレスレコーダ
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-01JA GX/GP の使い方について説明しています。通信制御コマ
ンド、および、付加仕様の一部を除きます。

Model GX10/GX20/GP10/GP20
拡張セキュリティ機能（/AS）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-05JA 拡張セキュリティ機能（付加仕様、/AS）の使い方につい
て説明しています。

GM データアクイジションシステム GM
ファーストステップガイド

IM 04L55B01-02JA 紙マニュアルと同じものです。

データアクイジションシステム GM
ユーザーズマニュアル

IM 04L55B01-01JA GM の使い方について説明しています。通信制御コマンド、
および、付加仕様の一部を除きます。

データアクイジションシステム GM
拡張セキュリティ機能 (/AS)
ユーザーズマニュアル

IM 04L55B01-05JA 拡張セキュリティ機能（付加仕様、/AS）の使い方につい
て説明しています。

GX/GP
GM

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
通信コマンド
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-17JA コマンド制御の通信機能の使い方について説明していま
す。

SMARTDAC+ スタンダード
ユニバーサルビューア
ユーザーズマニュアル

IM 04L61B01-01JA GX/GP/GM の測定データファイルを表示するソフトウェア
（ユニバーサルビューア）の使い方について説明したもの

です。
SMARTDAC+ スタンダード
ハードウェア設定
ユーザーズマニュアル

IM 04L61B01-02JA GX/GP/GM の各機能の設定データを作成するための PC ソ
フトウェアの使い方について説明したものです。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
マルチバッチ機能（/BT）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-03JA マルチバッチ機能（付加仕様、/BT）の使い方について説
明しています。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
Log スケール（/LG）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-06JA Log スケール（付加仕様、/LG）の使い方について説明し
ています。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
EtherNet/IP 通信（/E1）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-18JA EtherNet/IP（付加仕様、/E1）インタフェースによる通信
機能の使い方について説明しています。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
WT 通信（/E2）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-19JA WT 通信（付加仕様、/E2）の使い方について説明してい
ます。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
OPC-UA サーバ（/E3）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-20JA OPC-UA サーバ機能（付加仕様、/E3）の使い方について
説明しています。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10
SLMP 通信（/E4）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-21JA SLMP 通信機能（付加仕様、/E4）の使い方について説明
しています。

Model GX10/GX20/GP10/GP20/GM10/
GX90NW
PROFINET 通信
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-22JA PROFINET 通信の使い方について説明しています。

Model GX20/GM10
920MHz 無線通信（/CM1、/CS1）
ユーザーズマニュアル

IM 04L51B01-41JA 920MHz 無線通信（付加仕様、/CM1、/CS1）の使い方に
ついて説明しています。

次ページに続く
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機種 マニュアル名 マニュアル No. 内容
GX/GP DXA170

DAQStudio
ユーザーズマニュアル

IM 04L41B01-62JA カスタムディスプレイ（付加仕様、/CG）画面の作成に
ついて説明しています。

GM データアクイジションシステム GM
積算バーグラフ表示機能（/WH）
ユーザーズマニュアル

IM 04L55B01-07JA 積算バーグラフ表示機能（付加仕様、/WH）の使い方に
ついて説明しています。

GX70SM Model GX70SM
無線入力ユニット
ファーストステップガイド（ご使用にあ
たって）

IM 04L57B01-02JA 紙マニュアルと同じものです。

Model GX70SM
無線入力ユニット
ユーザーズマニュアル

IM 04L57B01-01JA GX70SM の設定、管理、保守、およびペーパレスレコー
ダ GX20（/CM1）/GP20（/CM1）、データアクイジショ
ンユニット GM10（/CM1）の無線入力ユニット対応機能
について説明したものです。

● UTAdvanced　ダウンロードの電子マニュアル
最新版のマニュアルは、次のサイトからダウンロードできます。
http://www.yokogawa.co.jp/ns/ut/im/
機種 マニュアル名 マニュアル No. 内容
UT UT55A/MDL、UT52A/MDL 調節計（DIN

レール取り付け形）単ループ制御
オペレーションガイド

IM 05P01C81-11JA UT の設置、配線方法について説明したものです。

UT35A/MDL、UT32A/MDL 調節計（DIN
レール取り付け形）単ループ制御
オペレーションガイド

IM 05P01D81-11JA UT の設置、配線方法について説明したものです。

UT55A/UT52A ディジタル指示調節計
ユーザーズマニュアル

IM 05P01C31-01JA UT の詳細設定、その他機能すべてについて説明したもの
です。

UT35A/UT32A ディジタル指示調節計
ユーザーズマニュアル

IM 05P01D31-01JA UT の詳細設定、その他機能すべてについて説明したもの
です。

UTAdvanced シリーズ通信インタフェー
ス（RS485、Ethernet）
ユーザーズマニュアル

IM 05P07A01-01JA Ethernet 通信、シリアル通信による使い方について説明
しています。

LL50A パラメータ設定ソフトウェア
インストールマニュアル

IM 05P05A01-01JA LL50A のインストール / アンインストール方法について説
明しています。

LL50A パラメータ設定ソフトウェア
ユーザーズマニュアル

IM 05P05A01-02JA LL50A の使い方、ラダーシーケンス機能、機器間通信機
能、ネットワークプロファイル作成機能などについて説明
しています。

● 電力モニタ　ダウンロードの電子マニュアル
最新版のマニュアルは、次のサイトからダウンロードできます。
http://www.yokogawa.co.jp/ns/powercert/im/
機種 マニュアル名 マニュアル No. 内容
UPM UPM100 小形電力モニタ

取扱説明書
IM 77C01H01-00JA UPM100 の設置、配線方法について説明したものです。

UPM100、UPM101 小形電力モニタ
通信機能説明書

IM 77C01H01-10JA シリアル通信による使い方について説明しています。

本 920MHz 無線通信機能は日本国のみ使用可能となっています。
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ご注意
● 本書の内容は、性能・機能の向上などにより将来予告なしに変更することがあります。
● 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきのこ

とがありましたら、お手数ですが、当社支社・支店・営業所までご連絡ください。
● 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。

QRコード
YOKOGAWA 製品は、機器保全・機器管理業務にお役立ていただくために、製品に QR コー
ドを順次添付して出荷します。
QR コードによって、購入製品の機器仕様の確認や、取扱説明書の参照が可能です。
詳細については次の URL をご参照ください。
https://www.yokogawa.co.jp/qr-code
QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

商標
● SMARTDAC+ および UTAdvanced は、当社の登録商標または商標です。
● Adobe および Acrobat は、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の登録

商標または商標です。
● 本書に記載している製品名および会社名は、各社の登録商標または商標です。
● 本書では各社の登録商標または商標に、® および™マークを表示していません。

履歴
2023 年 7 月 初版発行

このマニュアルの利用方法

本書では、920 MHz 無線通信のアンテナ設置について説明しています。
保守コンソールソフトウェアおよび各機器の操作方法と機能の詳細については、それぞれ
のマニュアルをご覧ください。
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このマニュアルで使用している記号

単位
K 「1024」の意味です。使用例：768K バイト ( ファイル容量 )
k 「1000」の意味です。

注記
GX/GP/GM/UT/UPM で使用しているシンボルマークで、人体および
GX/GP/GM/UT/UPM に危険があることを示すとともに、 その内容に
ついてユーザーズマニュアルを参照する必要があることを示します。
ユーザーズマニュアルでは、その参照ページに目印として、「 警告」

「注意」の用語といっしょに使用しています。
警告 取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険があ

るときに、 その危険を避けるための注意事項が記載されています。
注意 取り扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、または物的損害

のみが発生する危険があるときに、それを避けるための注意事項が
記載されています。

Note GX/GP/GM/UT/UPM を取り扱ううえで重要な情報が記載されていま
す。

参照項目の表記
関連する操作や説明の参照先をこのマークのあとに記述していま
す。
使用例：  4.1 節
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アンテナ設置に関する共通事項

アンテナの向き
送信側と受信側の電波の偏波面を合わせる
アンテナに指向性はありませんが、電波には偏波面（図 1 参照）があります。
各アンテナの偏波面を合わせるために、アンテナは基本的に地平面に対して垂直方向に統
一して設置してください。
尚、アンテナ角度差が 60°までの範囲であれば、偏波面のズレがあっても電波強度には影響
しません。

     

電波の偏波面が合っている

次のようなアンテナの設置は避けてください。

     

60°

偏波面が 60°以上ズレている

電波の偏波面が合っていない（電波強度が下がる）

図 1　偏波面

垂直偏波

Z

X

水平偏波

Z

X

Y

Y
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アンテナの設置位置
アンテナ間は見通しが取れる位置で、通信するアンテナ間に障害物が無く、十分に空間が
あることが理想とする配置です。

           

屋外　d=5.0 m 以上
屋内　d=2.0 m 以上

d

d
電波伝送の空間イメージ

アンテナの設置位置については、次のことに注意してください。

●.アンテナを高い位置に設置する
 アンテナの設置は 1.8.m程度より高い位置（1.8 m ～ 2.0 m 以上を推奨）にしてください。
 アンテナ間の通信路に人や移動体が一時的に入るとそれが障害物となり、電波強度を弱

め、場合によってはデータ抜けを発生させることがあります。
 アンテナを高所に設置することで、アンテナ間の通信路を確保できます。
 キュービクル内に設置した無線通信機器からアンテナケーブルを引き出す場合は、扉の

開閉を考慮して、ヒンジ付近を経由してアンテナケーブルを配線してください。

     1.8 ～
　2.0 m

扉のヒンジ側

●.アンテナ間にスペースをとる
 電波の送信にはスペースが必要です。
 通信するアンテナ間に屋外であれば 5.m以上、屋内であれば 2.m以上の電波送信の空間

を可能な範囲で確保できる位置に設置してください。
 屋外、屋内ともにアンテナ先端と機器の設置面（壁）や天井とはおよそ 15.cm以上の距

離を必須条件としてとってください。

     

天井15 cm 以上

吊りボルト

壁

止め金具または
マグネット板

20 cm 以上 10 cm 以上

15 cm 以上

アンテナ設置に関する共通事項
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●.機器と機器の間にアンテナを設置しない
 保管庫 / 冷蔵庫 / 冷凍庫 / 工作機器 など、電波送信の障害物となるような機器と機器の

間にアンテナを設置しないようにしてください。

     

機器と機器の間

●.送信側と受信側のアンテナの高低差をなくす（近距離のアンテナ）
 送信側と受信側のアンテナが近距離で数 m 程度の高低差がある場合、双方のアンテナの

偏波面を合わせても、実際には偏波面が合っていません。
 アンテナの高低差をなくすように設置してください。
 アンテナ同士の距離をある程度離せば、電波は空間に広がるため、偏波面は一致してき

ます。

     

高低差

距離があれば偏波面は一致

アンテナ設置に関する共通事項
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アンテナ間の干渉防止
アンテナを近づけすぎると電波干渉により通信に影響が出ます。
アンテナ間に適切な距離をとってください。*1

*1 親機、中継機のアンテナが設置される位置、使用環境は、接続される全ての子機に対して適切
な位置、反射波の影響が少ない周囲環境が求められるため、接続される子機の数が増えるほど、
注意が必要です。

1 システム *2 の場合
1 システム内のアンテナ間はそれぞれ 30.cm以上の距離をとってください。

*2 1 つのシステムとは、親機 1 台と子機複数台で構成します。親機が異なる場合は別システムと
なります。

     

親機子機

システム 1

30 cm 以上
30 cm 以上

2 システム混在の場合
電波が届く同一エリア内に 2 つのシステムのアンテナを設置する場合は、別システムのア
ンテナとは 1.m以上の距離をとってください。

     

1 m 以上

30 cm 以上

システム 1

システム 2

子機

子機

親機

親機

3 システム混在の場合
電波が届く同一エリア内に 3 つ以上のシステムのアンテナを設置する場合は、別システム
のアンテナとはそれぞれ 3.m以上の距離をとってください。

     

親機

親機

親機

子機

子機

子機

30 cm 以上

システム 1

システム 2

システム 3

3 m 以上

3 m 以上
3 m

以上

アンテナ設置に関する共通事項
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スリーブアンテナ

機器に直接、接続するアンテナです。
ケーブルが無いため、ルーフトップアンテナを使った場合の
ようなケーブルによる電波強度（RSSI）の低下はありません。
非防水のため、屋外に設置する場合は電波を通す樹脂製のケー
スなどに入れる必要があります。

アンテナを十分に機能させるために、次のことに注意して設置してください。

●.機器設置の壁からアンテナ先端を離す
 機器設置の壁からアンテナの先端位置をなるべく離してください。
 アンテナは 45 ～ 60°傾けて、アンテナ先端を壁から離してください。
. アンテナ角度が 60°までの範囲であれば偏波面のズレは電波強度に影響しません。

     

15 cm

60°
45°

壁

壁
先端を壁から離す

アンテナ周辺の空間
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●.アンテナはしっかりと取り付ける
 アンテナは機器にしっかりと取り付けてください。
 GX70SM の場合、アンテナの自重による緩みを防ぐため、アンテナ（接続口）を機器上
面もしくは正面左側となる様に設置することを推奨します。

     

回転方向と自重が重なっていない

回転方向と自重が重なっている

自重

アンテナが緩む方向

アンテナが緩む方向

自重

自重 アンテナが緩む方向

●.使用温度範囲 -20℃～ 65℃
 アンテナは -20℃～ 65℃の範囲でご使用ください。
 ただし、機器ごとに正常動作温度範囲が異なりますのでご注意ください。
 それぞれの機器の仕様については一般仕様書をご覧ください。

一般仕様書（General Specifications）
機種 一般仕様書名 一般仕様書 No.
GX20 GX10/GX20.ペーパレスレコーダ（パネルマウントタイプ） GS.04L51B01-01JA
GP20 GP10/GP20.ペーパレスレコーダ（ポータブルタイプ） GS.04L52B01-01JA
GM データアクイジションシステム.GM GS.04L55B01-01JA
GX70SM Model.GX70SM.無線入力ユニット GS.04L57B01-01JA
UT55A/UT52A UT55A/MDL、UT52A/MDL.調節計（DIN.レール取り付け形） GS.05P01C81-01JA
UT35A/UT32A UT35A/MDL、UT32A/MDL.調節計（DIN.レール取り付け形） GS.05P01D81-01JA
UPM100 UPM100　小形電力モニタ GS.77C01H01-01JA

最新版の一般仕様書は次のサイトからダウンロードできます。
https://www.yokogawa.co.jp/library/

スリーブアンテナ
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ルーフトップアンテナ

ケーブル（同軸、長さ 2.5 m）付きのアンテナです。
機器から離れた位置にアンテナを設置する場合に使用します。
アンテナ延長ケーブルを接続できます。延長ケーブルは 2.5 m
または 7.5 m のどちらか一本を接続できます。

アンテナを十分に機能させるために、次のことに注意して設置してください。

●.金属板の上に取り付ける
 アンテナ底面はマグネットになっています。
 横 20.cm、縦 10.cm、厚み 0.4.mm以上の平ら

な金属板の上に取り付けてください。
 金属板の材質は鉄、ステンレスを推奨します。

20 cm 以上

10 cm
以上

0.4 mm
以上

●.アンテナの緩みが無いようにする
 アンテナの芯と台の間のジョイント部および同軸

ケーブル終端のコネクタに緩みが無いようにしっ
かりと締め付けてください。ただし、締め過ぎには
注意してください。

●.ケーブルの曲がり半径 3.cm以上
 ケーブルの曲がり半径は 3 cm 以上にしてください。

r ≧ 3 cm

曲がり半径 3 cm 以上

しっかりと
締め付ける

●.地平面に対して垂直に設置
 アンテナに指向性はありません。ただし、電波には偏波面があります。各アンテナの偏

波面を合わせておくため、基本は地平面に対して垂直方向に統一して設置してください。

●.使用温度範囲 -20℃～ 65℃
 アンテナは -20℃～ 65℃の範囲でご使用ください。

屋外での設置について
● アンテナ部は防水形 IPX6 です。
● 紫外線による表面劣化を抑えるために、直射日光にさらされない場所に設置してください。
● 積雪地域の使用では、アンテナの周りに雪が積もらないように設置対策をとってください。
 着雪、着氷が避けられない位置への設置では、電波透過性が高い樹脂製で傾斜付きの屋

根のケースに入れるなど対応をとってください。
● アンテナ部への落雷は、アンテナおよび機器の損傷を発生させることが想定されます。
 避雷針が設置されている場合には、JIS 規格（JIS A 4201）に示す保護角の範囲内にアン

テナが収まるように設置してください。
 ただし、上記範囲内に設置した場合でも、100 % の安全性を保証するものではありません。
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ルーフトップアンテナ用延長ケーブル
ルーフトップアンテナ用の延長ケーブルです。長さ 2.5 m と 7.5 m の 2 種類があります。
延長ケーブルを使用することで見通しが良い位置にアンテナを設置することができ、通信
状態は改善します。
ただし、延長ケーブルではケーブルロスにより電波強度が落ちます。
ケーブルロスはケーブル長が長くなるほど大きくなります。

延長ケーブルの使用にあたっては、次のことに注意してください。

● 同軸ケーブルの勘合部に緩みがないようにしっかりと締め付けてください。
● ケーブル曲がり半径は 5.cm以上としてください。
● コネクタに過度な引張力や延長ケーブルの自重がかからないようにしてください。
● コネクタ部は防水仕様ではありません。また、コネクタ部は金属であるため、テーピン

グ等で防水 /絶縁処理を行ってください。

     

緩みがなく、しっかりと勘合

防水 / 絶縁処理

r ≧ 5 cm

曲がり半径 5 cm 以上

過度な引張力
ケーブルの自重

Note
延長ケーブルを使用すると電波強度が落ちます。そのため、基本的に使用しないことを推奨します。
電波強度を電波調査で事前に確認するなどして、状況によりご使用ください。

技術情報（テクニカル インフォメーション）
「GX20/GP20/GM10、UT32A/UT52A、GX70SM、UPM100 SMART 920 製品ガイド」

TI 04L51B01-11JA

次のサイトからダウンロードできます。
https://www.yokogawa.co.jp/library/
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アンテナ位置確認書（チェックシート）
アンテナ設置に関するチェックシート（Excel シート）のサンプルを用意しています。（下
記はイメージです。）お客様のアンテナ設置に合わせて、変更してお使いいただけます。
次の SMART 920 の製品ページの取扱説明書よりダウンロード（ZIP 形式）できます。

https://www.yokogawa.co.jp/ns/smart920/

 

ルーフトップアンテナ スリーブアンテナ
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情報

障害物による影響
通信するアンテナ間に障害物が無い空間では電波は直接波として伝送されます。
障害物がある場合、反射波、透過波、回折波が発生し、電波伝送に影響が出ます。
障害物は配置、配置密度、材質の厚さにより通信への影響はまちまちですが、材質により
通信への影響が異なります。
以下に、材質と通信への影響度を示します。一部、障害物種類についても示します。

［目安］
材質 電波伝送への影響度
金属 大
コンクリート 大
木材、立ち木、植栽 中
雪・氷・人・積み上げられた荷物・車両 中
グレーチング 中
石膏ボード、スレート 中
プラスチック 小
ガラス * 小
雨 小

*  窓において、網ガラス・金属膜ガラスの場合やシェードカーテンを閉めている場合、金属によ
り電波伝送への影響がガラスのみに比べ大きいです。

通信経路に障害物が無い場合の電波伝送

     

直接波

通信経路に障害物が有る場合の電波伝送

     

障害物 障害物 障害物

反射波 透過波 回折波
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アンテナケーブル長の減衰への影響・フレネルゾーン

アンテナケーブルによる減衰
● アンテナ長 1 m ごとに電波強度は 1 dB の減衰となります。
● ルーフトップアンテナは 2.5 m のアンテナケーブル付きのため、スリーブアンテナより 2.5 

dB 電波強度が弱くなります。送信、受信両方のアンテナともルーフトップアンテナの場
合、両方がスリーブアンテナの場合に比べ、電波強度が 5 dB 弱くなります。

● +2.5 m の延長ケーブルを一本使うとさらに 2.5dB、+7.5 m の延長ケーブルを使うとさら
に 7.5 dB 弱くなります。

● 当社では電波強度の推奨閾値は -85 dBm としています。アンテナ種類の選択およびアン
テナ延長ケーブルの使用については、アンテナケーブルによる減衰を考慮して行ってく
ださい。

フレネルゾーン
必要な通信間距離の確保には、フレネルゾーンの大きさの何もない空間が理想です。
ただし、この空間を確保するのは実際のアンテナ設置環境では難しい場合が一般的です。
アンテナ配置にあたっては、1 ページの「アンテナ設置に関する共通事項」を参考に、設
置環境に合わせ込んだアンテナ配置を設計してください。

● 通信するアンテナ間で障害物が無い空間と通信距離のシミュレーションです。電波強度
は -90 dBm を閾値としています。

 出したい伝送距離ごとに必要な空間の大きさが変わります。ただし、実際はその 60% 以
内に障害物が無ければ、障害物が無い状態と同等と見なすことが可能です。

● 直接経路と反射しての経路（間接経路）の差がλ /2 以下の場合は通信に影響が出やすく
なります。

λ：電波の波長、920 MHz で約 32 cm

フレネルゾーン

フレネル半径間接経路
アンテナ

直接経路

伝送距離 フレネル半径 × 60 %
50 m 2 m 1.2m

100 m 3 m 1.7m
200 m 4 m 2.4 m

屋内で使用する場合
電波は直接経路で到達するもの以外に壁や床、天井などの構造物に反射して到達するもの

（反射波）、パーティション等の障害物を回り込んで到達するもの（回折波）等、様々な経
路で受信点に到達します。そのため、フレネルゾーンのような簡単にモデル化したような
形で受信状況を示すことはできません。
屋内で使用する場合には、アンテナの設置箇所ごとの電波状況の測定を行って、電波の送
達性に問題がないことをあらかじめ確認してください。

情報
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マルチパスフェージング

マルチパスフェージングとは
電波は直接経路（直接波）以外に様々な経路（反射波 / 透過波 / 回折波）をとるため、同一
受信点において位相が異なる信号として到達します。
同一電波が直接波と位相が異なる反射波の合成波として受信されることにより、受信電波
強度を弱めてしまう場合があり、悪化すると通信断を引き起こします。
通信環境の状況が固定したままになると、長期間の通信断となってしまう可能性があります。
このマルチパスフェージングは、障害物の反射率が大きい、アンテナと障害物の距離が近い、
などの場合に発生しやすくなります。

SMART.920.マルチホップ機能によるマルチパスフェージングへの対応
マルチパスフェージングは実運用では設置環境がさまざまであるため、どのような場合に
マルチパスフェージング等が原因の通信断が発生するか、予測することは困難です。
SMART 920 では、通信断発生に対して、別の中継機ルートに切り替えるマルチホップ機能
があります。長期通信断を発生させないために、あらかじめマルチホップを考慮した中継
機の配置にご留意いただくことを推奨します。

      

中継機

親機

子機

中継機

経路 1

経路 2

切替経路

切替経路

マルチホップ機能
子機への通信断を検出したら、
経路 2から切替経路へ自動で切り替え

情報
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